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な
ど
多
数
の
中
間
階
級
論
が
発
表
さ
れ
て
き
た
。

中
間
階

級
と
い
わ
れ
る
も
の
が
、
階
級
と
し
て
の
独
自
性
を
持
た
ず
、
新

!0
ー
一
つ
に
大 

別
さ
れ
る
異
質
的
な
中
間
層
で
あ
る
と
い
ぅ
^
ぅ

な

こ
と
は
も
は
や
古
い
常
識 

，で
あ
っ
て
、：

瑰
代
の「

大
衆
化」

現
象
、
急
速
な
オ
ー
ト
メ
イ
シ
ョ
ン
化
、
中
間 

層
の
プ
ロ
，
レ
.タ
リ
ア
化
、
組
織
化
、
労
働
運
動
の

.進
展
、
.
そ
れ
に
対
す
る
イ
ン 

テ
リ
ゲ
ン
チ
々
の
発
言
な
ど
は
、
中
間
層
の
様

.相
を
大
き
く
変
事
し
、
中
間
層 

の
実
態
や
意
識
や
運
動
にi

腐
な
尺
度
を
当
て
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。

「

新
中 

間
層
は
急

'進
的
で
も
な
け
れ
ば
自
由
主
義
的
で
も
な
く
、
ま
た
保
守
的
で
も
な 

け
れ
ば
反
動
的
で
も
な
い
。
し
い

.て
い
え
ば
、
非
活
動
的
な
の
で
あ
り
、.
政
治 

を
顧
越
し
て
い
る」

，と
い
ぅ
一
九

.五
一
年
の
、、、
ル
ス
の
仮
説
に
対
し
て
さ
え
、
 

わ
が
国
の
新
中
®

は
労
働
者
階
級
と
の 
一
#:
_
が

^
く
、
多
く
の
も
の
は
社 

会
主
義
イ
デ
才
口
ギ
ー
を
確
信
し
て
お
り
、
政
治
の
世
界
は
そ
の
心
理
的
現
実 

.の
一
部
と
な

-?
て
お
り
、
消

費

的

文
化
に
对

-L
て
は
批
判
的
で
あ
り
、

つ
ね
に 

行
動
へ
の
激
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
秘
め
て
お
り
、

1

般
の
生
産
労
働
者
以
上
に 

そ
の
意
識
は
労
働
者
的
で
あ

.る
と
い
ぅ
例
が
亲
さ
れ
て
い
る(

高
橋
徹
氏)

。
も 

ち
論
、
彼
ら
の
階
級
意
識
に
対
し
て
は
、
.そ
の
国
の
資
本
主
義
の
客
観
的
な
構

造
や
特
殊
性
が
大
き
く
影
響
ず
る
か
ら
、

r

が
い
に
断
定
す
る
こと
は
危
険
で 

あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
資
本
主
義
の
変
貌
が
激
し
い
.今
日
で
は
、
新
し
い
棟
野.
 

を
も
.っ
て
中
間
層
の
動
き
を
見
つ
め
ね
ば.な
ら
な
い
で
あ
ろ
う

。
..

こ

-に
紹
介
す
る

>
2
2印

<1
)ミ G

r
a
n
t
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Socialism a
n
d

 t
h
e

 M
i
d
&
e

 

Classes, 

1
9
5
00

.
は
、

^

の̂
_
|+
罾
罾
、

マ
ル
ク
ス

や
レ—

一
一

ン
；の
古
典
、
，
 

瑰
代
資
本
主
義
論
、
政
党
、
組
合
、
新
聞
な
ど
の
論
説
や
報
告
書
を
数
多
く
駆 

使
し
て
、
現
代
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
主
義
と
中
間
層
の
関
係
を
論
じ
て
い
る
。
そ 

の
特
微
は
、
ま
ず
階
級
を
生
産
関
係
か
らI

義
的
に
理
解
す
る
と
と
、
従
っ
て 

中
間
階
級
膨
脹
説
に
強
く
反
対
し
て
い
る
こ
と
、

オー

ト
メ
イ
シ
ョ
ン
な
ど
の 

新
し
い
辦
態
の
影
響
を
重
視
し
て
、
そ
れ
に
よ
る
中
間
層
の
分
解
傾
向
、
プ
ロ 

レ
タ
リ
ア
化
を
統
計
資
料
に
よ
っ
て

^

し̂
、

マ
ル
ク
ス
の
主
員
を

㈱
護
し
て 

い
る
こ
と
、
：
中
間
層
の
最
近
の
意
識
の
変
化
に
留
意
し
て
、.

フ
ァ
シ
ズ
ム
、
a
 

会
主
義
と
の
関
連
を
考
察
し
、
労
働
運
動
と
の
^
^
を
強
く
呼
び
か
け
て
い
る 

こ
と
、
社
会
主
義
実
現
の
過
程
に
お
け
る
中
間
層
の
役
割
.に
大
ぎ
な
期
待
を
寄 

せ
て
：い
る
こ
と
な
ど
で

.あ
ろ

5
。 

;

- 

.

*
,'

:

，

へ

.
:
.
'-

序

■
論

ぐ

.
1

九
五
兰
年
の
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
の
調
查
に
よ
れ
ば
、：
ィ
ギ
リ
ス
で
は
労
働
階
級 

に
属
す
る
と
考
え
る
人
が
四
六
％
で
あ
：る
の
に
対
し
、：

四
九
％
が
自
分
.

を
〃
申 

專

锻
7

と
考
え
、：
こ
の
例
は
ア
メ
リ
ヵ
で
は
.

八
八
％
:

に
達
し
て
い
る
。
だ 

が
、
；中
瞎
級
は
実
際
に
多
数
.

で
あ
ろ
う
か
？

彼
ら
と
労
働
階
級
、
社
会
主
. 

義
と
は
•

ど
う
い
う
関
係
に
あ
る
か
？

；

と
の
書
は
、
.

こ
.

れ
ら
の
問
題
が
、
ィ
ギ 

A

 

•

グ
ラ
ン
ト
.

の
中
間
階
級
論
：：

リ
ス
と
中
間
階
級

..の
双
方
の
将
来
：に
と
っ
て
重
要

.で
あ
る
と
考
え
て
、
明
白
な 

社
会
主
義
の
立
場
か
ら
そ
の
解
明
を

^
み
る
。
そ
の

0

㈤
は
、
中

㈣
吧
双
の
進 

> 

■
歩
的
な
人
々
と
労

_
豸
階
砠
.を

^
ひ
付
け
、
ィ
ギ
リ
ス
に

&

#
3£
義
が
畠
を
実 

現
す

?)
'
た
め
の
中
間
階
級

.の
役
割
を
明
ら

.か
に
す
る

.こ

.と
で
あ

.る
。

，
"中
間
階
級

"
ま

た

は

〃

中

間

霧

級

“
と
い
う
言
葉
が一

般
に
用
い
ら
れ
て 

■い
る
が
、

よ
れ
は
第

.三
の
階
級
び
存
在
を
意
味
す
る
ょ
う
で
正
確
で
は
な
い
。 

w
s:
^
5 

s

a
s'
§
 (

中
間
部)

ま
た
は 

m
s:
gi
s
a
r
a
i
a 

(

中
間
層)
と
い 

:

'う
語
の
方
が
ィ
ギ
リ
ス
の

^

を̂
ょ
く
現
わ
し
て
い
る

p

m級
と
い
う
語
は
、
 

基
本
的
な
構
成
部
分
に
社
会
を
区
分
ず
る
.と
い
う
ょ
り
深
い
社
会
学
的
な
意
味

を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

\

. 

• 

- 

■.

•
1

"中
間

階

級

"
の

混

乱

.

.

.

.
階
.級
ば
.
.
存
在
す

..

.
る
.か
、？

.

.何

._
に
ょ
っ
.て
分
類
さ

.れ
る
か

？—

丨
、マ
'ル
ク
：ス
主
義
者
の
階
級
観——

階
級
，の
分
類
は
不
明
瞭 

.

,

に
な
る
：か

？
I

G
 

. 

D 

V
H 

.

コ

ー

ル

，
と

〃

中

間

階

級

"

.

筋
肉
労
働
と
頭
脳
労
働
I

一
.八
五
一
年
と
比
較
し
た 

.
中
間
層——

高
い
生
活
水
準
か
夯
働
者
を
"
中
陬
階
級
：5
'
に 

.す
,̂

か
？ 
く
'

：

;

:

社
会
が
対
立
す
る
階
級
に
分
裂
し
て
い
る
と
い
う
考
え
を
否
定
す
る
の
が
今 

_
日
の
流
行
で
あ
る
が
、
階
級
と

.い
う
淑
念
ば
、
-.
社
会
の
変
革
を
敗
ら
か
に
す
る 

,
科
学
的
な
カ
テ

.ゴ
ド
：

—

で
あ
る
。

マ
.ル
ク
ス
•、
レ

I 
ニ
ン
は
、
歴
史
の
発
展
を
階 

級
対
立
と
し
て
と
ら
え
い
小

―

者
い
小
農
、
手
職
人
ら
は
資
本
主
義
め
発
展

.
芄

九

(

四
四
五
：

>



イギリスの有業人口 (1951年） (P. 55)
全有業人. 
口中の％

屉 用 主 . .* * . • • • . 459,900 2,04
支 配 . 人• • ..................... .... 748,200 ' 3.B1
独 立 拳 者 . . • * 1,124,600 4.98

〔現 業 部 門〕

製 造 -. • • • ♦ » » • » . •  *  ̂• • • * • 5,471,400 24.22
芣 熟 練 • • «  • • « * • * * * • « • • . 1,629,300 7.21
運 輸 通 イ う ♦ • *  • *  • 9 • • •  ̂ • • . 1,610,800 7.13
農 漁 • 872,000 3.86
建 築 • 請 f  « • 奢 _ • • • • • « • *  _ • 857,600 3.79
鉱 山 • 684,000 3.03
倉庫: •荷 造 業 者 .................... ........ •. • • 574,800 2,54
彩色.裝飾業者• . • • • • • • • . • • • . • 315,300, 1.39
火夫 •クレ-- ン.トラクタ一運転者 ， • . . . ... 263,000 1.16

54.33
〔非現業部門〕

'事 務 員 • ，タ イ ピ ス ト . /   ..................

個 ._人 業 . 務 • V
商業 . 金融•保険 ..................  • • • •
専 門 • 技 術 職

軍 隊 • 警 察 .* • •
.行 政 . . • 管 . 瑪 (他に含まれていないもの) 

その他非現業部門• • *

2,329,800
1,803,700
1,428,900
1,340,900-

758,100
166,200
160,000

10.31
7.98
6.32
5.94
3.35
0.74
0.70

35.34
100.00

{1% Sampling of the 1951
Census published in 1952)

的 取  
尺 入  
度 や 
で 服  
は 装  
な 平

!

や
そ
の
他
不
芷
確
な
主
観 

生
産
関
係
に
.お
：い
て
は
、

"中
間
階
級
f
e増
大
し
つ
つ
あ
る
け
れ
ど
も
、 

マ
ル
ク
ス
の
い
ぅ
ょ
ぅ
に
、
ヵ
ー
ク
ー
や
給
料
や

有業入口中の中間層(1 9 5 1 )(p, 60)
雇 主  

支 齒 人  

独立業着:
ず4 丫上級公務員，琢人,、 辱 n 秘 （高級簪察宮を含むノ

300.000
650.000 

1,124,600 
1,487,900 
§^62；500

よ に の 化 員 て

公

つ 中
•>-

う属 み し と い た 間
(O 。 す が て 事- る 務

O
層

上 と 資
、

務 が 員 ま の

5 考 本 V__ 職 % た 中
に え 家 く 員 高 増 中 核
し ち . 階 少 に 級 大 央 と

て れ 級 数 分 吏 し 地 な

教
員
、
，製
図
家
、'研
究
所
員
、
映
画
放
送
.の
技 

師
な
ど
の
新
し
い
職
業
を
含
む
技
術
専
門
家
の 

急
速
.に
膨
脹
す
る
一
群
が
今
日
の
イ
ギ
リ
ス
の

多
数
は
雇
わ
れ
て
い
る
。
医
師
、
弁
護
士
、
牧 

姉
な
ど
の
古
い
職
は
少
な
く
な
っ
て、
$

専
門
職
に
従
事
す
る
人
は
、

以
前
は
個
人 

業
、
依
頼
関
係
の
下
で
行
な
わ
れ
た
。
し
か
し 

今
日
で
は
そ
の
基
礎
は
根
本
的
に
変
っ
大

て

A

.
グ
ラ
ン
ト
の
中
間
階
級
論 

;

.

 

,

•

 

六
一
.

(

四
四
七
：

)

に
つ

：れ
て
消
滅
す
る
傾
向
にあ
り
•、
，
新
し
ぐ
生
ま
れ
て
ぐ
る
中
間
層
は
、
，
ま
た 

不
可
避
的
.に
.プ
ロ
：レ
タ
リ
ァ
.の
隊
列
.に
弓
.き
も
ど
さ
.れ
る
と
考
え
た
。
こ.れ
に
： 

対
し
：て
、
労
働^
の
：理
論
家
は
〃
民
主
社
会
主
義"■を
説
い
て
、
階
級
対
立
を'
 

緩
和
し
て
み
せ
て
い
る
。o
:
A
:
.
.
R
.

ク
ロ
：：ス
ラ
ン
ド
や15
,
^
.
,1̂•
ダ 

丨
ビ
.ン
：は
.、
,マ
ル
ク
ス
は
新
し-い
中

醫

級
0
興
隆
欠
予
見
し
な
が
：っ
た
と
い.
 

っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、•そ
れ
は
誤
り
で
、

マ
ル
ク
ス
は
資
本
の
集
中
、
大
規
模 

坐
趦
に
伴
う
管
理
職
、
技
師
の
増
加
を
考
え
て
い
た
し
、
を
罾
カ
の
増
大
は
労 

働
階
級
：の
ま
す
ま
す
大
き.な
部
分
を
不
生
産
的
，に
雇
用
し
得
る
と
し
て
、
新
中 

間
層
の
発
展
を
予
想
し
て
い
た。
：
.■

'
.

中
間
階
級
が
非
常
に
増
加
し
た
と
す
る
説
は
、
J

.
ボ
.ナ
ム
や
丑
.
モ
リ
ソ 

ン
に
お
け
る
ょ
う
に
、
中
間
階
級
の
中
に
頭
脳
労
働
者
を
含
め
て
い
る
が
、
筋

.
 

肉
労
働
と
頭
脳
労
働
の
区
別
は明

ら

がで
な
い
し
、
.機
械
の
導
入
は
そ
の
ょ
う 

な
区
別
を
無
意
味
に
し
て
い
る
。
雇
用
主
、
，
支
配
人
、
独

立

馨

、
専
門
職
の 

西
年
間
の
人
ロ
推
移
を
見
る
と
、
全
体
の
割
合
.は
有
業
人
口
の
約1
六
%
で
ほ
.
 

と
ん
.ど
変
化
が
な
い
が
、
雇
用
主
の
大
部
分
が
支
配
人
と
専
阿
職
に
変
っ
て
こ 

れ
が
中
間
層
の
大
部
分
を
占
め
る
に
至
っ
次
。
中
間
層
の
最
大
に
し
.て
最
も
影 

響
力
の
あ
る
グ
ル
' I
プ
は
専
^
職
に
従11
¥
す
る
人
々

.で
あ
り
、
彼
ら
は

^
倒
的

に
サ
ラ
リー

マ
ン
と
な
っ
た

0
 

■ 

■ 

む

-
'

階
級
を
構
成
す
る
決
定
的
な.要
素
.は
人
間
と
生
産
手
段
と
の
関
係
.で
あ
っ 

て
、
も
し
人
がそ
の

労
働
能
力
を
雇
用
主
に売
っ

て
生
活
し
、
そ
れ
が
彼
の
主 

な
収
入
で
あ
る
な
ら
、
彼
は
労
働
階
級.の一

員
で
あ
る
。
彼
の
階
級
関
係
.に
つ 

.い
て
の
意
識
は
、
彼
の
社
会
に
お
け
る
現
実
の
位
置
に
比
：ベ
れ
ば
重
大
で
は
な

六

〇
'(

四
四
六)

v'
p :

マ
ル
ク
ス
が
分
析
し
た
よ
ぅ
に
、
美
は
敵
対
関
係
に
あ
り
、
.
J
 •
ス
ト

.い
ィ
チ
ィ
が
い
ぅ̂-
ぅ
^
广
つ
人
.々
^
意
識
しV.

も
し
.な
ぐ
.て
も
..
.現
代
の
.

経
済
組
織
は
ニ
つ
の
主
要
階
級
を
互
に
闘
わ
し
め
る

」

の
.で
あ
る
。

2

ィ
ギ
リ
ス
の
階
級
構
成

現
代
中
間
層
の
起
'源
|

ゃ
ギ
リ
：ス
人
の
職
業——

中
間
部
. 

'

.

の
人

「

ロ

は
？

I

s

o
年

間

の

比

軟

:

中
間
階
級
"
は
封
建
社
会
.の
熟
練
職
人
、I

、
小
商
人
な
ど
に
ま
で
そ^ ； 

.起
源
を
求
め
ら
れ
る.が
、
資
本
主
義
の
発
展
に
つ
れ
て、
' ロ
ン
ド
ン
.を
中
心
と 

す
^.
大
経
済
機
構
は
い
ろ
い
ろ
な
種̂
の
琳
1

を
増
や
し
、；̂
占
罾
^

の
植 

民
地
支
酤
は
、'
.軍
-
<、
：経
営
者
、
，；技
術
者
、
科
学
者
、
研
究
者
を
必
要
と
し
た
。 

ま
た
植
民
地
を
失
：っ
て
か
ら
は
、
科
学
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
競
争
力
を
維
持 

す
る
た
め
に
そ
の
専
同
家
が
急
速
に
増
大
し
、
ぃ
：ゎ

ゅ

る

"

1
国
家
"

の
社 

会
_
業
は
、'そ
の
専
門
職
を
生
み
出
し
た
。
：
墓
本
的
な
製
造
エ
業
に
從
亊
す
る 

人
口
は
減
少
し
、
，分
配
、_
務
、
専g:

職
な
ど
の
人
口
が
增
し
て
、
ィ
ギ
リ
ス 

の
資
本
主
義
は
ま
す
ま
す
寄
生
的
な
性
格
を
強
め
る
に
至
っ
て
い
る

。•

.
資
本
集
中
に
よ
.
•ヮ
て
農
工
業
の
小
所
有
者
が
没
落
し
た
の
で
、

一
A
五
〇
ハ
牛 

代
に
み
ら
れ
た
"独
立
"
は
今
0'
で
は
大
方
神
話
に.属
す
る
タ
雇
用
主
の
中
で
、 

大
企
摸
な
経
営
を
持
づ
の
は
少
数
で
、
厳
密
な
意
味
で
は
資
本
家
で
も
"
中
間 

階
級
"
の
ー
部
を
な
す
に
過
ぎ
な.い
。.
農
業
若
や
'^
王
も
、
大
企
業
に
依
存
し 

て
そ
の
圧
カ
に
直
面
し
て
い
る
。.!
'::支
配
人
も
、
ご
く
少
部
分
が
取
辙
役
で
、
ほ 

と
ん
ど
全
：て
が.給
料
所
得
者
•で
あ
る
。



小
資
本
家
、-独
立
業
者
、
小
農
、
小
所
有
者
ば
消
滅
し
な
い
と
し
て
も
、
非
常 

.に
さ
さ
や
か
な
役
割
に
圧
し
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
皮
相
的
な
判
断
を
排 

.す
れ
ば
、
全
く
労
働
階
級
と
い
ぅ
わ
け
で
は
な
い
が
、
決
し
て
資
本
家
階
級
で 

:

は
な
く
、
ま
た
実
際
資
本
家
に
な
る
希
望
を
持
た
な
い
多
く
の
人
々
が
い
る
の 

で
知
る
。

.

.

.

.
 

:
 

'
 

-
 

3

ホ
ウ
イ
ト
•

カ
ラ
I

労
動
者

:

祺
務
労
働
の
增
大
f

事
務
労
働
の
機
械
化——

事
務
労
働
，

•

■
者
の
労
.働
組
合
.運
動
I

店
員

,
.マ
ル
ク
ス
が
、
辦
務
労
働
者
を
労
®

級

の
一

部
と
規
定
し
た
ば
か
り
で
な 

く
>
資
本
主
義
生
産
の
.発
展
に
つ
れ
て㈣
ら
の
賃
金
が
相
対
的
に
低
下
す
る
と 

具
通
し
て
い
た
こ
と
は
員_
胄
い
。
.
最
近
三
〇
年
の
間
に
、X
業
労
働
者
と
事 

の
差
異
は
急
激
に
変
化
し
、
第.
—次
大
戦
前
は
工
場
労
働
者
の
上
に
あ
っ

: 

た
^
#
®
:の
地
位
は
、
今
日
で
は
時
と
し
て
下
に
な
づ
て
い
？)
,
。

独
處
本
主
義
の
発
達
と
共.に
、
.事
務
員
の
敎
は
急
速
に
増
大
し
、

(
こ
れ 

が
し
ば
し
ば
"中
間
階
級
"
の
膨
脹
と
誤
認
さ
れ
，る)

、

一
九
三
一
年
以
来

、
.
 

女
性
の
数
が
は
る
か
に
大
き
く
な
っ
た
。
そ
し
て
高
性
能
の
電
気
タ
イ
プ
ラ
イ

.
 

.タ
丨
、
複
写
機
、.手
紙
開
封
機
、

封
印
機
、

宛
名
印
刷
機
、

録
音
機
、

許

算
’
 

機
、
力
一
ド
；

機
、
貨
幣
；
^

機
の
導
入
な
ど
翦
務
の
オ
~
ト
メ
イ
シ
ョ
ン 

化
は
、
琳
務
機
構
を
集
中
し
、_
務
労
働
者
の
割
合
は
減
少
傾
向
を
示
す
に
至
.
 

っ
'た
。
失
業
の
お
そ
れ
は
工
場.労
働
者
と
変
ら
な
く
な
り
、
この
よ
ぅ
な
自
覚 

は
、
41

V
務
労
働
者
の
間
に
労
働
組
合'運
動
、
戦
闘
的
な
態
度
も
た
ら
し
た
。

.
六
ニ 

(

四
四
八)

社
会
主
義
奪
に
と
っ
て
は
ヾ
彼
ら
の
組
織
が
労
働
運
動
に
近
づ
く
可
能
性
を 

現
実
に
評
価
す
：る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
よ
ぅ
な
双
^
の
政
治
的
条
件 

は
、
伝
統
、
偏
見
、
紳
士
気
取
り
や
、
社
会
主
義
者
が
彼
ら
め
仕
•

の
分
野
を 

無
視
し
て
い
る
た
，め
、ソ
ま
だ
存
在
し
：て
'い
な
い
と
は
い
え
、
そ
の
組
織
と
労
働 

:

運
動
の
結
合
の
効
果
は
想
像
す
る
に
難
く'な
い
。
オ
I
ト
メ
ィ
シ
ョ
ン
、
小
売 

販
貿
の
新
し
い
技
術
は
、_
務
員
、
店
員
の
仕
事
の
性
質
に
深
刻
な
影
響
を
与 

え
た
。
こ.の
不
可
避
的
な
傾
向
は
、
彼
ら
に
労
働
組
合
の
童
要
性
と
、
労
働
運 

動
と
の
統
ー
を
容
易
に
認
識
せ
し
め
る
で
あ
ろ
ぅ
。

■

4
小
生
產
者
、
製
造
業
者
、
商

人

，.
農
業
者——

小
製
造
業
者
、
実
業
家

——

店
主

ィ
ギ
リ
ス
の
農
業
人
口
は
非
常
に
少
な
く
、
五
％
程
度
で
、
そ
の
大
部
分
が 

賃
労
働
者
で
あ
る
。
そ
し
て
犬
経
営
者
で
も
工
業
に
比
し
て
小
さ
く
、
農
業
経 

営
者
は
全
て
中
間
層
に
.圍
し
てい
る
と
見
な
し
え
ょ
ぅ
。
大
農
業
者
の
利
潤も 

中
間
業
者
や
独
占
資
本
が
農
産
物
や
農
機
具
の
販
売
に
ょ
っ
.て
農
業
か
ら
引
き 

•出
す
利
潤
に
此
べる
と
さ
さ
や
か
：な
も
の
で
あ
る
。

農
業
者
の
共
同
組
合
は
、
供
給
、
販
売
、
生
産
.の
分
野
で
発
展
し
、
こ
れ
が 

独
占
資
本
の
手
に
ょ
っ
て
小
農
業
者
が
駆
逐
さ
れ
る
も
の
を
救
っ
てい
る
。
農 

業
者
の
組
織
率
は
高
く、
. 

National F
a
r
m
e
r

w*U
n
i
o
n

は
八
〇
％
を
組 

織
し
て
.い
る
と
み
ら
れ
る
。.
こ
れ
は
大
^

：者
に
' ょ 
'
て
支
配
さ
れ
で
い
る 

け
れ
ど
も
、
労
働
運
動
は
、
小
農
地
.の
数
を
増
し
適
名
に
資
金
援
助
を

す
る

こ 

と
に
よ
つ
て
、
若
い
世
代
の
大
き
な
支
持
を
得
る
で
あ
み
う
。

過
去
三
五
年
の
間
、.ィ
ギ
リ
ス
の
社
会
主
義
者
は
、
雇
用
主
は
一
致
し
て
労
.
 

露

級

の

社

会

、壬
義
に
抵
抗
する
と
考
え
る
覆
が
あ
っ
た
。
し
か
し.な
が
ら
、 

今
日
で
は
、
小
雇
用
主
と
独
占
資
本
、'•政
府
の
間
に
は
激
し
い
対
立
が

あ
る

の 

で
あ
る
。
.も
し
も
中
小
企
！！̂
達
が
、
社
会
主
義
は
彼
ら
の
.企
業
と
才
能
を
用 

い
る
鄯
を
罾
畠
^
、
彼
ら
が
^:
♦
の
双
^.
に
対
し
て
持
つ
重
要
な
意
義
を
認
め 

る
と
知
る
な
ら
ば
、I

部
の
人
々
は
古
い
考
え
方
か
ら
抜
け
得
ず
彼
ら
の
，利
益 

.を
大
企
第
と
同
じ
に
考
え
綺
け
る
で
：あ
ろ
う
が
、
他
の
人
々
は
そ
の
偏
見
を
捨 

て
て
彼
ら
の
.真
の
利
益
に
向
う
で
あ
ろ
う0

■

小
さ
い
小
売
店
は
、

実

際

は

multiple shop 

(

連
鎖
店)

と
対
立
し
て 

い
る
の
だ
が
、
協
同
組
合
と
競
争
し
て
い
る
ょ
う
に
宣
伝
さ
れ
る
の
で
、
労

働

.
 

運
動
に
偏
見
を
持
ち
、
協
同
組
合
運
動
と
運
帯
感
を
持
っ
て
い
な
い
。
そ
し
て 

社
会
主
義
を
お
そ
れ
て
、プ
ジ

ャ
ー
ド
運
動
など
を
切
望
し
、
フ
ァ

シ
ズ
ム
、 

反
革
命
の
支
持
者
と
な
る
の
で
あ
る
。
社
会
主
義
は
商
人
の
要
求
を
と
り
上
げ 

て
、
そ
れ
に
援
助
を
与
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
社
会
主
義
政
府
は
小
売
庙
や
小
製 

造
業
を
急
激
に
国
有
化
す
る
必
要
は
な
い
の
で
、
.そ
の
社
会
化
の
道
は
、
自
発

的
に
、
徐
々
に
進
む
も'の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。.

• 

.

.

.

.

5

、
専

門

職

業

'.

粤
門
職
業
.

の
拡
大

——

こ
れ
は
新
中
間
階
級
か
？

——

専
門 

粗
織
の
性
格
の
変
化

——

寧
門
職
業
に
お
け
る
生
活
水
準

—

-

分
働
と
専
門
職
業

次
ぎ
の
表
は
、

一
れ
ー
一.一
年
か
ら
五
一
年
に
か
け
て
有
業
人
口
は
一
九
％
し

A 

*ダ
ラ
ゾ
ト
の

'中
間

階

級

論：

か
増
し
て
い
な
い
の
に
、
専
門
技
術
部Pi
が
八
®
%
増
え
た
こ
と
を
示
し
て
い 

る
。
こ
の
増
加
部
分
は
、
主
と
し
て
下
級
の
専
門
職
業
で
あ
り
、
法
律
家
、
.医 

缻
な
ど
古
い
専
門
職
業
に
対
し
て
、
科
学
技
術
部
門
が
四

〜
五
倍
に
な
っ
た
こ 

と
.は
注
目
す
ベ
..き
で
あ
ろ
う
。
#
門
職
業
の
実
態
は
急
速
に
変
り
づ
つ
あ
る
。

'.こ
の
よ

5;
:
な
專
門
技
術
聯
#
の
增
大
は
、
"咩
間
階
級
"

の
拡
大
と
い
わ
れ 

る
が
、
こ
の
表
か
ら
わ
か
る
：よ
う
に
、
彼
ら
の
大
多
数
は
被
雇
用
者
で
あ
る
。 

こ
と
に
い
わ
ゆ
る

"下
級
"
専
門
^

^
で
.は
、
-A
o〜

九
.九
％
が
給
料
生
活
者 

で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
専
門i

団
体
の
〃
労
働
組
合
化
ヴ
の
継
続
が
必
然
的 

と
な
り
、
両
者
の
差
は
少
な
く
な
ぃ
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
速 

度
は
、
労
働
階
級
の
運
動
と
、
.専
鬥
職
寒
労
働
者
の
左
翼
に
依
存
し
て

い
る
と

■い
え
よ
う

。
.
.
.
.

専
門
職
業
の
地
位
は
：一：
九
三
〇年
に
，比
べ
て
惡
化
し
て
い
る
か
ら
、
も
し
社 

会
主
義
が
社
会
に
お
け
る
彼
ら
の
正
当
な
価
値
を
認
識
す
る
手
段
と
な
る
と
考 

え
ら
れ
る
な
ら
、
彼
ら
の
大
部
分
を
政
治
的
保
守
主
義
か
ら
引
き
離
し
、
社
会 

主
義
に
向
け
る
非
常
：
に
強
い
経
済
的
誘
因
が
あ
る
。
労
働
連
動
の
彼
ら
に
対
す 

る
働
き
か
け
は
、
不
幸
に
：し
て
こ
れ
ま
で
は
漠
然
と
し
て
セ
ク
ト
的
で
あ

っ
た 

の
で
、
社
会
主
義
が
専
同
技
術
を
尊
重
し
、彼
ら
の
創
造
的
な
能
力
を
必
要
と
し 

て
い
る
こ
と
を
強
調
し
な
く
て.は
な
ら
な
い
。
，彼
ら
の
職
業
上
の
問
題
が
、
社 

会
を
変
革
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
解
決
さ
れ
る
こ
と
を
知
れ
ば
、
彼
ら
の 

仕
事
へ
の
熱
寬
他
強
力
な
進
歩
的
要
素
と
な
.る
で
あ
ろ
う
。
雇
用
さ
れ
て
い
る 

:専
n
家
の
.間
で
_は
_，
給
料
と
労
働
条
件
改
善
の.た
め
の
よ
り
す
ぐ
れ
た
組
織
、 

こ
と
に
労
働
組
合
の'組
織
に
対
す
る
要
求
が
増
し>-
.
労
働
階
級
と
密
接
な
関
係

•
か

三

：(

四
四
九)



を
結
ぶ
機
会
が
熟
し
て
い
る
。

.

6

劳

働

邇

動

と
./
/

中

間

階

級

中
間
階
級
の
投
票
I_

中
間
層
と
右
翼——

中
間
層
と
左
翼 

‘ ~

.

~~

左
翼
は
何
を
な
す
べ
き
.か

保
守
党
は
、
政
治
に
お
け
る
権
力
を
、
労
働
階
級

——

主
と
し
：て
未
組
織
な

• 

_

労
働
者
と
農
工
*
労
働
者——

と
、
中
間
部
の
多
数
の
■投
票
に
ょ
つ
て
保 

ち
得
た
。
左
の
表
に
あ
る
ょ
ぅ
に
、
中
間
層
の
保
守
党
支
持
は
多
く
な
つ
て
い 

る
。
労
働
^
政
府
の
経
験
は
、
そ
の
中
間
層
に
対
す
る
政
策
が
い
か
.に
多
ぐ
の

盲
点
を
持
つ
：
て
'い
た
か
と
い
ぅこ
と
を
示
し
て
.い
る
。
Iも
し
保
守
主
義
と
反
革

. 

. 

,.
|
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15
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事 務 部 門 1945
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5
 

5
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9
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1

1

1

小企業部門

中 企 業 部 門 I945
1950
1951

下級専門部門 1945
1950
1951

命
が
、
も
っ

.と
多
く
の
中
間
部
を
彼
ら
の
側
に
つ
け
た
ら
、
労
働
運
動
と
社
会 

主
義
の
未
来
は
全
く
危
険
な
も
の
と
な
ろ
う
。

 

.

一
九
三0

年
代
、
ナ
チ
ス
の
登
場
に
際
し
て
、
.ィ
ギ
リ
ス
で
も
中
間
部
を
ナ 

チ
ス
に
向
け
よ
う
と
い
う
運
動
が
行
な
わ
れ
た
。

フ
ァ
シ
ズ
ム
は
"
中
間
階 

級
〃
の
革
命
と
い

わ
れ
、
M小
所
有
者
、
小
農
、#
市
小
ブ
ル
ジョ
ァ

の
数
が
多 

い
所
、
不
況
で
大
量
の
失
業
者
と
小
所
有
者
の
破
滅
が
あ
る
時
に
伸
び
や
す
い
。 

だ
が
■そ
れ
は
実
は
大
企
業
の
援
助
を
受
け
、
国
家
機
構
に
よ
っ
て
労
働
運
動
に 

対
抗
す
る
も
の
で
あ
る0
そ
れ
は
決
し
て
過
去
の
も
の
で
は
な
く
、
フ
ラ
ン
ス 

で
は
プ
ジ
ャ

I
ド
運
動
な
ど
が
瑰
わ
れ
た
。1

、
商
入
、
小
企
業
の
少
な
い 

ィ
ギ
リ
ス
で
は
、
プ
ジ
ャ

~

ド
型
の
違
動
の
経
済
的
基
礎
は
弱
い
が
、
中
間
部

s

£

_

_

I f
I 1

T
Q 

. 

•

.

M I

度
は
そ
の
危
険
を
増
す
の
で
あ
る
。

15
10
10
A

S.
V

:

一
 
九
三
〇
年
代
の
恐
慌
、
ソ
連
の
五
力..
 

.

m:
Ol
a

年
計
画
の
発
展
、
_#•
中
の
反
フ
ァ
シ
ズ 

58
6 8

78
'

58
6 8

78
ha
' 

:ム
闘
争
な
ど
の
経
験
は
中
間
層
の
政
览
遍

.想
に
影
響
を
与
.え
て
、

一
九
四
.五
年
に
は 

労
働
党
が
大
勝
を
博
す
る
に
至
っ
た
。
だ 

が
保
守
党
は
国
有
化
を
攻
撃
し
て
〃
自
自 

-企
p
. 

:
へ
‘の
復
帰
を
唱
え
、
社
会
主
義
を 

官
僚
主
義
だ
と
非
難
し
て
瑰
在
は
中
間
層 

の
支
持
を
得
て
い.る
。
，社
会
主
義
が
中
間

B.

1945
1950
1951

高級専門部門

1945
1950
1951

管 理 . 部 門

A

•
グ
ラ
ン
ト
の
中
間
階
級
論

六
五
、(

四
五
ニ)

専門職業人口  ：1951年 （イツグラ.ンドとゥエイ.ルズ） （pp.117〜8)
... .

.1921年 全体にお
に対 す屈 用主支配人独立業者被雇用者 •許ける被雇  
る％ ‘ 用者の％

教育大学，技術,音楽，教 114 2,300* 24,100 10,800 276,000 . 313,200' 88
師を含む "  .

看護有資格者，学生，_  
婦，保姆を含む

193 1,000 4,700 3,000 226,600 235,400 96

技術，測量，建築全て

の辩門技師を含む
400 4,600 3,300 5,600 112,500

■ .• ■ ■；

126,000 96

製図技術，測贤，速築を除 

く

885 100 200 800 122,800 123,900 99

科学硏究所技師，助手，化 

学者(藤剤師を除く）そ 
のの科学君，:V

640 200 600 500 108,100

、

109,500 99

医療補助機関薬剤師，検 

眼師，四肢物療医その他

502 4,000 2,500 8,500 45,800 60,600 75

医療医師，外科医 # 科 
' 医，放射線技師，獣医 

師

161 8,800 .200 19,500 28,700 57,200 ： 50

宗教佥宗派 93 300 200 3,700 47,000 51,200 92

会計 445 7,000 400 3,300 21,700 32,400 部

文筆編集者，出版者を含む 179 300 300 5,100 18,100 23,800 76

法律裁判官，弁護士,法律 

窜務取极宭を含む

187 8,900 100 4,500 9,900 23.500 42

社会福祉 714 — 400 100 21,600 22,200 97

美術,絵画 135 400 200 6,100 9,800 16,500 59

演劇，音楽 73 _ 300 200 6,700 22,200 29,500 75

雑国書館員，商業，工業，政 
治団体の職真を含む

378 ‘ sqo 1,000 1,000 39,500 41,800 94

訐
184 38,500 38,500 79,200 1,110,500 1,266,700 画

% 3% d% 6.8^ 87.7^ 100%

垒有業人口 ll9

These figures are taken from  the 1951 Census, Occupation
Tables, published in 1956，but are given here to the nearest hundred.



層
の
支
持
を
得
る
た
め
採
る
ベ
音
秦
と
し
て、

G 

.

D

.

H

•

コー

ル
は
、 

社
会
主
義
に
お
い
て
そ©.
.独
自
の
仕
_
を
実
行
す
る
機
会
が
増
え
る
と
い
う
こ 

と
を
理
解
し
得
る
技
術' 
経
営
、
専
門
職
業
の
労
働
者
に
訴
え
る
こ
と
を
.説 

き

、

ま
た
ィ
ギ
リ
ス
共
産
党
の

「

ィ
ギ
リ
ス
の
社
会
主
義
へ.の
道」

' 
は
、「

進 

歩
的
な
目
的
の
た
め
に
団
結
し
た
労
働
者
階
級
は
、

専
門
労
働
者
、
小
企
業 

者
、
農
i

な
ど
の
沢
山
の
支
持
を
得
る
で.あ
ろ
う
。
工
場
労
働
者
と
同
じ
よ 

う
に
、
彼
ら
は
高
い
物
価
、
地
代
、
重
い
税
金
に
悩
ん
で
お
り
、
そ
の
家
族
達

-
 

.は
教
育
、
健
康
、
住
窀
が
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
。
彼
ら
は
侵
略
的
な
帝
国
主

.
 

義
政
策
と
植
民
地
戦
争
の
影
響
を
蒙
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
水
爆
を
怖
れ
、
平
和 

と
i

的
経
済
的
進
歩
を
望
ん
で
い
る
。
何
故
な
ら
た
だ

こ
の
よ
う
な
趴
罾
だ. 

げ
が
彼
ら
と
そ
の
子
供
達
に
安
心
を
与
え
る
か
ら
だ
。

こ
れ
ら
全
て
の
点
に
お 

い
て
、.中
間
部
の
人
々
は
、
労
働
者
の
側
で
闘
い
得
る
の
だ」
と
い
っ
て
い 

る
。
こ
の
よ
う
な
接
近
が
、.お
そ
ら
く
効
果
的
で
あ
ろ
う
。

：

労
働
階
級
と
密
接
な
関
係
を
結
ぶ
と.い
う
こ
と
.は
、
実
際
的
に
.は
労
働
階
級 

が
中
間
層
の
®

を
援
助
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

0
た
と
え
ば
、

u
n
i
o
n

 
o
f

 s
h
o
p
'
D
i
s
t
r
i
b
u
t
i
v
e

 a
n
d

 Allied W
o
r
k
e
r
s

 (
X
L
S
b
.
A
.
W
_
)

は

配
給
労
働
者
と
密
接
な
関
連
を
も
つ
小i

の
問
題
に
、
地
カ
罾_

は
そ
，の 

地
方
の
塔
王
、
専
門
家
、
農

馨

の

問

題

に

、
協
同
組
合
運
動
は
独
占
資
本
に 

対
抗
す
る
小
商
人
、
農
®

、
消
費
者
の
団
結
に
も
っ
と
大
き
な
注
意
を
向
け 

る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
中
間
部
を
最
も
引
き
つ
け
た
時
期
は
、
左
翼
の
統 

一
が
最
も
進
ん
だ
時
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

■.
,六

六

(

四
五
ニ)

:

今
日
の
中
間
階
級
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
生
産
関
係
を
基
本
と
し
て

!?
_

し 

よ
”
と
す
る
立
場
と
、
そ
の
独
自
性
を
強
調
し
、
屋

級

的

な

、
麗

級

を

統 

合
し
媒
介
す
る
機
能
を
持
：
つ
と
す
る
考
え(

例
え
ば
マ
ン
パ
ィ
ム)

が
対
立
し 

て
お
り
、

マ
ル
ク
ス
主
義
を
擁
護
す
る
グ
ー
ラ
ン
ト
は
、
'前
者
の
立
場
に
立
つ
と 

い
.え
よ
う
。
資
本
主
義
の
最
新
の
段
階.に
適
疮
し
つ
X
中
®

の
変
化
を
吟
味 

し
、
社
会
主
義
運
動
の
た
め
の
そ
の
積
極
的
な
役
割
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
は
、 

ィ
ギ
リ
ス
人
ら
し
い
実
践
的
な
性
格
を
思
わ
せ
る
も
の
.が
あ
る
。

.

だ
が
、.
例
え
ば
ミ
ル
ス
，が
、
増
大
す
る
新
中
間
階
級
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
化
を 

認
め
な
が
ら
な
お
そ
の
意
識
のi

 (
K
e
a
r
g
u
a
r
d
e
r
s
)

的
性
格
を
強
調
し.
 

た
こ
と
に
若
千
の
根
拠
が
あ
る
よ
う
に
、
生
産
関
係
と
思
想
ば
決
し
て
直
線
的 

に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
ぐ
、
殊
に
中g

m
に
お
い
て
は
、
極
め
て
複
雑
な
対 

辟
関
係
を
1

7K
す
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
マ
ル
ク
ス
主
義
が
そ
の
有
効
性
を
主
張 

す
る
た
め
に
は
、
単
、に
マ
.ル
ク
ス
が
中
間
層
の
増
大
を
論
証
し
て
い
る
と
い
う 

だ
け
で
な
く
、
そ
れ
が
こ
の
複
雑
な
対
痧
関
係
を
も
舊
明
す
る
論
理
を
持
っ
て 

い
.る
.こ
と
を
示
.さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、

®

制
度
や
ヒ
ユ
ー
マ
ン

.
 

リ

レ
仑
シ
ョ
ン
な
ど
の
新
し
い

i

管
理
は
中
間
層
の
労
働
者
意
識
を
妨
げ
、 

専
門
職
の
一
時
的
な
生
活
安
定
、
個
人
主
義
、
.
一
般
労
働
者
に
対
す
る
優
越
感 

な
ど
は
、
彼
ら
を
社
会
主
義
か
ら
遠
ざ
け
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
要 

因
を
さ
ら
に
具
体
的
に
検
討
し
つ
つ
、
な
お
か
つ
中
間
層
が
明
確
な
階
級
意
識 

を
持
つ
.に
至
る
可
能
性
を
、
労
働
階
級
全
体
の
運
動
の
中
で
論
証
す
る
こ
と
が
、 

グ
ラ
ン
ト
も
含
め
て
、
今
後
の
中
間
階
級
論
の
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

寡
占
と
加
入
の
条
件

.

.
!

―

大規模

 
'の

0
済
を

中心
に

■

原

豊

.

一

、
 

へ

■
 

'

.%
 

.

.
独
占
理
論
は
、
現
実
認
識
が
深
ま
る
に
つ
れ
て
、
独
占
的
要
素
と
競
争
的
要

素
が
混
在
す
る
寡
占
市
場
の
分
析
に
向
っ
た
。
そ
の

®

、
競
争
者
の
数
が
そ
，

れ
ほ
ど
多
く
な
く
と
も
、
麗
競
争
は
霧
に
行
な
わ
れ
る
と
す
る
、
い
わ
ゆ

る
慕
な
競
争
の
概
念
が
見
出
さ
れ
た
。

し
か
し
、

こ
.の
新
し
い
競
争
概
念

も
、
メ 

I
ス
V
が
有
^
な

競

争

は

有

効

な

独

占

に

も

な

る

と

、ゾ

_一
 
力
：
ル

に

評

し 

(

1)
1 

-
 

て
い
る
ょ
ぅ
に
、
そQ

有
効
心
甚
準
に
関
し
て
は
か
な
り
不
明
確
で
、
.：さ
ま
ざ

ま
の
.視
角
か
ら
論
議
が
交
わ
さ
れ
で
い
る
^
^
で

あ.2
)
。
本
来
、
独
占
に
関
す

な
論
点
の
移
行
は
、
非
現
実
的
な
抽
象
化
を
捨
て
.て
政
策
的
判
断
の
基
準
を
求

め
る
方
向
に
重
点
を
置
く
も
の
で
あ
る'か
ら
、.
.こ
の
不
明
確
さ
.は
対
象
と
し
て

の
戴
占
市
場
の
複
雑
さ
を
反
映P
た
も
の
で
あ
り
、

一
概
に
は
責
め
ら
.れ
な

い
。
と
は
い
え
、
•そ
れ
は
マ
面
で
新
し
い
接
近
法
め
行
き
づ
ま
り
を
沄
す
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
打
破
す
る
試
み
の
一
つ
が
、
加
入
の
条
件

——

新
し

ぃ
競
争
へ
め
障
樂
の
研
究
で
ぁ
る
。

"

寡
占
と
加
入
の
条
件

こ
の
領
域
で
の
既
存.の
研
毙
は
、

ー
産1

で
既
に
設
立
さ
れ
て
い
る
企
業 

間
の
競
争
を
重
視
し
て
、
加
入
の
条
件
に
対
す
る
配
慮
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ 

?
た
。
す
な
わ
ち
、

統̂
的
.な
f

理
論
で
は
、
多
数
の
小
規
模
企
業
で
構
成 

.
ざ
.れ
た
市
場
で
の
長
期
の
自
由
加
入
は
、
®

を
長
期
最
低
平
均
費
用
に
等
し 

か
ら
し
め
、
こ
の

1

に
お
け
る
全
需
要
を
ま
か
な
ぅ
に
十
分
な
永
準
ま
で
生 

産
が
行
な
.わ
れ
る
と

.さ
れ
た
。
こ
れ
に
反
し
て
、
：企
業
が
少
数
で
大
規
模
な
寡 

占
市
場
で
は
、
加
入
に
はi

が
伴
い
、
市
場
行
為
は
、
自
由
加
入
の
場
合
と 

は
異
な
つ
た
型
を
，と
る
。
そ
こ
で
は'
is
存
企
業
間
に
競
争
が
行
な
わ
れ
る
の 

み
な
ら
ず
、
高
.い
利
潤
办
課
引
に
よ
ヴ
新
し
く
加
.久
す
る
が
も
知
れ
ぬ
仮
想
企 

業
か
ら
の
潜
^§

競
争
に
直
面
す
る
た
め
に
、
加
入
が
実
現
し
な
く
と
も
、
既 

存
企
業
に
.よ
つ
て
そ
の
市
場
構
造
に
適
合
し
た
市
場
行
為
が
.と
ら
れ
る
。
し
た 

が
づ
て
、
寡
占
市
場
に
お
け
る
競
争
の
分
析
に
は
、
市
場
i

と
市
場
構
造
と 

し
て
の
加
入
の
条
标
と
の
関
係
を
看
過
す
わ
.け
に
は
行
か
な
い
。

.以
下
、
.べ
ィ
ン
、
.
ツ
ロ
ス
、
モ
デ
ィ
リ
ァ

-
を
則
用
し
.な
が
ら
、
寡
占
市
場 

.佐
お
：け
る

加
入
の
条
件
^%

'察
し
よ
ぅ
。
た
だ
し
で
紙
数
が
限
ら
れ
て
い
る
の

:
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